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 令和８年度第２回 朝来市子ども・子育て会議 会議録 

 

 

○ 開催日時  令和８年７月 13日（月）19時 00分～21時 00分 

 

○ 開催場所  朝来市保健センター 

 

○ 出席者の氏名 

 出席者 欠席者 

委 員 

岡 田 絵 美 伊 藤 明 子 

尾 花 優 一 大 石 哲 也 

上 村 梨 湖 田 村  太  

川 見 晶 子  

小 西 浩 司  

小 林 あゆみ  

小 林 俊 光  

砂 田 沙 紀  

中 島 英 樹  

西 垣 佳 生  

能 見 洋 成  

事

務

局 

こどもみらい部 部 長 細 井  香  

 子育て支援課 

課 長 小 山 幸 世  

副課長 馬 袋 真 紀  

課長補佐 衣 川 三香子  

課長補佐 坂 本 美 里  

主 任 宮 田 夏 喜  

 こども園課 
課 長 荒 川 吉 郎  

副課長 上 垣 麻衣子  

 

○ 傍聴者  ０人 
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○ 会議 

１ 開会 

定刻になりましたので、第２回朝来市子ども・子育て会議を開催します。 

 

２ あいさつ 

 会長 

本日は令和８年度第２回朝来市子ども・子育て会議にお集まりいただきま

して誠にありがとうございます。みなさまには平日の 19 時というお仕事で

お疲れのところ大お集まりいただき、大変ありがたく存じます。 

梅雨が明け、猛烈な暑さに体がついていかずしんどいところではございま

すが、本格的な夏がはじまったと感じております。こどもたちはこの時期に

なると水遊びにはしゃぐ姿を見て微笑ましい気持ちになります。 

本日もみなさまから忌憚のないご意見をいただき、朝来市がこどもたちに

とって過ごしやすいまちになるよう願っています。本日はどうぞよろしくお

願いいたします。 

 

４ 朝来市こども計画の理念・骨子について（グループ対話） 

事務局 対話の目的、流れ等について説明。 

⚫ 前回の朝来市子ども・子育て会議での対話内容、職員プロジェクト

チームでの対話内容、こども・若者意識調査の結果やこどもあさご

未来会議等の対話内容等を踏まえて、資料１「朝来市こども計画の

理念・骨子の考え方」の方向性について、朝来市こどもまんなか推

進本部会で決定した。 

⚫ 理念（キャッチフレーズ）は、朝来市らしいこどもまんなか社会の

実現やこどもの幸せ、こどもの権利といった内容についてイメージ

しやすいものを現段階で４候補考えた。本会議では４候補について

審議をいただくほか、５候補目などのアイデアなどもあれば御意見

を聴かせていただきたい。 

⚫ 計画推進における大切な視点を「大切な考え方」として３つまとめ

た。これについても、本会議で審議をお願いしたい。 

⚫ 「施策の構成」は、理念を実現していくうえでの取り組みをまとめ

たもの。子どもの権利、切れ目ない支援、多様な価値観の尊重を基

盤としながら、居場所プロジェクト、遊び・学び・体験プロジェク

ト、こども視点のまちづくりプロジェクトをつなげ合わせながら施

策を展開していくことで、結果として、こどもの自己肯定感やシビ

ックプライドの向上が実現し、意見が言えたり、やりたいことが実

現できたり、社会とのつながりを得られる。それらができることで、
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こども・若者の幸福度が向上するという論理が成立するという考え

方であり、この考え方は指標にもつながるもの。 

⚫ 理念・骨子の考え方に対して、ルビをうつだけではこどもにはわか

りづらいこともあり、視覚的にこどもたちにも分かりやすいように

表現したのが『みんなで育てる「こどもの権利」の木』である。こ

どもが幸せな状態がどのような状態であるかを赤い実で表現し、そ

の赤い実が実るように、ベース部分を土づくりで、プロジェクトを

葉で表現している。これについても本会議で審議をお願いしたい。 

⚫ グループ対話でいただいた御意見をもとに、理念や骨子をブラッシ

ュアップしたいと考えている。 

グループ対話 

   ３グループに分かれてグループ対話。 

各グループから対話の内容について発表。 

対話の内容は、別紙の通り。 

会長コメント 

みなさま、グループ対話お疲れ様でございました。本日もたくさんいい意

見が出たのではないかと思います。それぞれのグループでいろんな意見が出

て、他のグループの対話を聞くことの面白さを感じましたし、みなさまにた

くさんの意見をいただきありがたく思います。 

今後、いただいた意見をもとに事務局でブラッシュアップいただきますの

で、どうぞよろしくお願いします。ありがとうございました。 

 

４ こども誰でも通園制度（乳児等通園支援事業）の実施状況について（報告） 

事務局 資料２に基づき説明。 

委員 質疑なし 

 

５ 保育提供体制の確保のための実施計画による財政支援について（審議） 

事務局 資料３に基づき説明。 

⚫ 「保育提供体制の確保のための実施計画」を国へ提出し、採択を受

けた自治体に対して財政支援がある。 

⚫ 利用者支援事業（基本型）の休日加算について、財政支援を受ける

ため、本会議にて「保育提供体制の確保のための実施計画」につい

て承認を得たい。 

委員 質疑なし 

審議 意義なし（承認） 
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６ その他 

⚫ 後日、会議録の確認を依頼する。 

⚫ 次回の会議は、９月 17日（木）を予定している。 

 

７ 閉会 

こどもみらい部長 

 みなさま長時間大変お疲れ様でございました。本日はこども計画の理念・

骨子を中心に御審議いただきました。大変良い意見をたくさん聞かせていた

だきましたので、次につなげていきたいと考えております。 

このように大人の意見はもちろんのこと、今年度はこどもの意見聴取の場

ということで初めて「こどもあさご未来会議」を開催し、従来の大人の意見

をもとにしがちである行政のあり方を見直し、こどもの意見や視点をこども

計画や施策に反映していく取組を進めております。 

会長の挨拶にもありましたが、梅雨が明け、夏本番となりました。くれぐ

れも体調にお気をつけいただきますようお願い申し上げます。 

会議は残り３回予定しており、引き続き、御意見・御指導をいただきなが

ら進めていきたいと思います。 

それでは、これをもって閉会の挨拶とさせていただきます。本日は誠にあ

りがとうございました。みなさまお気をつけてお帰りください。 

 

 


